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介護現場の典型的労務トラブル３０選 

弁護士法人おかげさま presents 

 

現場でよくある労務トラブルを、労働時間、休日、ハラスメント、雇用契約、管理責任、安

全衛生、手当諸経費、雇用形態に分類したリストです。貴事業所で同種のトラブルの種が無

いかチェックにお役立てください。 

 

第一 労働時間・賃金に関する問題 

 

1. 着替え・申し送り時間の「サービス化」  

制服への着替えや、業務開始前の情報共有（申し送り）を労働時間としてカウントせず、

始業チャイムが鳴ってから打刻させている。 

2. 残業代の「固定手当」による切り捨て  

「手当を出しているから残業代は不要」と誤解し、規定の時間を超えて働いても差額を支

払っていない。 

3. 休憩時間の電話番・ナースコール対応  

休憩中であっても、コールが鳴ったら対応させている。これは「手待時間」と呼ばれ、労

働時間とみなされます。 

4. 「端数切り捨て」による計算  

15 分単位や 30 分単位で労働時間を切り捨て、1 分単位の労働を適切に反映していない。 

5. 記録業務を「自己研鑽」とする風潮 「仕事が遅いから残っているだけ」として、定時後

の記録作成時間を残業として認めない。 

 

第二 休日・休暇・シフトに関する問題 

6. 休日出勤の振替未実施  

急な欠員で休日出勤させた際、代わりの休み（振替休日）を与えず、そのまま放置してい

る。 

7. 有給休暇の勝手な割り当て   

施設側が勝手に有給休暇をシフトに組み込み、労働者の自由な時季指定権を無視してい

る。 

8. 「宿直」と「夜勤」の混同  

断続的労働（宿直）の許可を得ていないのに、通常の夜勤を宿直手当（低額）だけで運用

している。 

9. 退職時の有休消化拒否  

「人手不足だから」という理由で、退職前の有休消化を認めない。 
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10. シフト確定後の頻繁な変更 

 本人の同意なく、前日や当日にシフトを一方的に変更し、生活のリズムを壊している。 

 

第三 ハラスメント・人間関係 

11. 利用者・家族からのカスタマーハラスメント（カスハラ）  

セクハラや暴言を受けている職員に対し、「仕事だから我慢して」と組織的な対策を怠っ

ている。 

12. パワーハラスメント（指導と称した叱責）  

「命を預かっているんだ」という大義名分の下、人前で激しく怒鳴る、無視するなどの行

為。 

13. マタニティハラスメント  

妊娠・出産を機に、夜勤ができない職員に対して心ない言葉をかけたり、不利益な配置換

えを行ったりする。 

14. ケア方針の対立による職場内いじめ  

特定のベテラン職員が、自分と違うやり方の若手や新人に対して排他的に振る舞う。 

 

第四 雇用契約・安全管理 

15. 雇用契約書の未交付  

面接時の口約束だけで、具体的な労働条件を記した書面を渡していない。 

16. 試用期間中の安易な解雇  

「仕事が合わない」という主観的な理由だけで、正当な手続きなく試用期間中に解雇する。 

17. 腰痛や怪我の労災隠し  

「施設内で怪我が出ると評判が下がる」等の理由で、労災申請をさせず個人負担（健康保

険）で受診させる。 

18. 副業の不適切な禁止  

法律上、原則自由であるはずの副業を一律で禁止し、私生活に過度に干渉している。 

19. 健康診断後の事後措置不足  

健診を受けさせるだけで、異常所見があった職員への就業制限や医師の意見聴取を行っ

ていない。 

20. 研修費用・資格取得費用の不当な返還請求  

「資格を取ってすぐ辞めるなら研修費を返せ」といった、労働基準法 16 条（賠償予定の

禁止）に触れる契約を強いている。 

 

第五 管理・責任の所在に関する問題 

21. 名ばかり管理職（施設長・リーダー）  

「役職者だから」という理由で管理監督者扱いとし、残業代を一切支払わない。しかし、
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実際には出退勤の自由がなく、現場業務に追われているケース。 

22. ボランティアという名の強制参加  

休日の夏祭りや地域行事、任意のはずの勉強会への参加を、実質的に強制（欠席すると査

定に響く等）しながら賃金を支払わない。 

23. 「持ち帰り業務」の黙認  

勤務時間内に終わらないケアプランの作成や行事の準備を自宅で行わせ、それを「熱意」

として評価・放置している。 

 

第六 安全衛生・メンタルヘルス 

24. メンタル不調者への安全配慮義務違反  

過重労働や人間関係で心を病んだ職員に対し、休職の相談に乗らなかったり、復職支援を

せず「自己責任」で辞めさせたりする。 

25. ワンオペ夜勤の安全管理不足  

休憩が取れないだけでなく、緊急時のバックアップ体制が不明確なまま一人夜勤を強行

し、職員に過度な心理的プレッシャーを与えている。 

 

第七 手当・経費・損害賠償 

26. 損害賠償の給与天引き  

送迎車をぶつけた、備品を壊したといった際に、本人の同意なく（あるいは強制的に同意

させて）給与から修理代を差し引く。 

27. 車両持ち込みの不適切な運用  

職員の私用車を業務（訪問介護や通院同行）に使わせているが、ガソリン代や保険料、万

が一の事故時の補償が曖昧。 

 

第八 雇用形態・多様性 

28. パート・アルバイトへの不当な格差  

正社員と同一の仕事をしているにもかかわらず、「非正規だから」という理由だけで賞与

や慶弔休暇に極端な差をつけている（同一労働同一賃金違反）。 

29. 外国人技能実習生・特定技能者への差別的待遇  

言葉の壁や立場の弱さを利用して、日本人職員よりも過酷なシフトを組んだり、低賃金で

固定したりする。 

30. 退職願の受理拒否（引き止め工作）  

退職の意思表示をしている職員に対し、「後任が見つかるまで認めない」「今辞めたら損害

賠償を請求する」と脅して無理に引き止める。 

以上 
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チェック結果の目安 

「当てはまる」「心当たりがある」ケースが 

・0〜5 個 → 適切な管理体制が整っています 

・6〜15 個 → 労務トラブルに発展するリスクがあります 

・16 個以上 → 重大な訴訟トラブルにつながる可能性があります 

以上 

 

 対策についてお悩みの方、個別の項目について質問やご相談をしたい方向けに、弁護士に

よる３０分の無料対策セッションをご提供しております。このリストに記入頂いたものを

元に、改善点や課題等について自由にご相談頂けます。 

下記 URL からお気軽にお申込みください。 

 ↓ 

https://kaigo.okagesama.jp/r/qx6R4e8XO02N/register 

 

https://kaigo.okagesama.jp/r/qx6R4e8XO02N/register

